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効率的 商品情報 交換の流れ
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サプライヤー企業のデータ収集

原材料メーカー
資材メーカーからの
情報の収集

バイヤー企業への
商品情報提供

仕様書データの作成には、原材料メーカーなどからの効率的な情報収集を。

サプライヤー側も、データを構築する上で、取引先から情報収集するシーンは増加します。

情報収集と開示(提供)

サプライヤー企業
eBASEjr.



メーカー
情報受給/提供役

eBASE

ASPサービスを利用した仕様書情報収集

■eBASE社のインフラを利用して、仕入先から仕様書データを収集可能。

■eBASEjr.を仕入先数に応じて配布できます。

■10ライセンス毎に1万円/月額、初期投資を抑えた運用が可能。
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eBASEjr.を必要数配布
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データ提供のために構築した
商品情報の更なる活用

eBASEjr.
で構築した
商品情報

共 有

出 力公 開

提 供

バイヤー企業へのデータ提供だけに利用するのはもったいない。

社内商品情報データベースとして
運用することで活用範囲が拡大



eBASEjr.server による仕様書情報共有現 状

共 有

関西支店

品質管理

中部支店

Ａ生協

Ｂ生協

ＧＭＳ

商品Ａ商品Ａ

商品Ａ商品Ａ

商品Ａ商品Ａ

複数の流通のバイヤーから
eBASEjr. を配布されている。

現状１

社内の複数の拠点のＰＣに
eBASEjr.が散在している。

現状２

そのため同一製品の仕様書情
報が社内に複数存在する
可能性が。

現状３



導 入 後

共 有 eBASEjr.server による仕様書情報共有

仕様書情報の一元管理

・各バイヤー担当営業
・品質保証部
・社内決裁者

一元管理された情報の
入力・閲覧・送信が
可能になります。

関西支店

品質管理

中部支店

クライアント
版

品質保証部
が担当項目
にデータ入力

営業部
が担当項目
にデータ入力

承認者が
情報をチェック

Ａ生協

Ｂ生協

ＧＭＳ

eBASEjr.server ご利用費用 Serverライセンスフィー ¥70,000(税別)
eBASEjr.server client ¥5,000/月/1client(税別)



eB-formでエクセル帳票出力出 力

■ 「 eB-form 」とは、eB-foodsのデータ構造から、各々のバイヤー帳票を
「 エクセル帳票データ 」形式で出力するサービスです。

■ 「 eB-form 」は、1帳票あたり12,000円で販売します。
ライセンスサポート費 3,000円/年間でエクセル帳票の修正や
レイアウト変更に対応します。

eBASEjr.からの出力にも対応予定。

帳票作成にかかる時間を大幅短縮！

①出力したい帳票を選択

②実行

③エクセル帳票
作成



eB-foods web で情報公開

公 開 FOODS eBASEserverオプション

・eB-foods web は、eB-foods の豊富な
情報をＷＥＢ画面で効率よく検索、閲覧
できるようにレイアウトされています。

・ eB-foods web からでも、
eBASE の帳票出力機能を活用できます。

・ eB-workflowと組み合わせて導入すれば、
仕様書情報に関する決裁ワークフローも
導入できます。



eB-foods web 運用イメージ

消費者

データ入力、閲覧ユーザーには

eBASEclient
閲覧出力のみのユーザーには

eB-foods web

公 開 FOODS eBASEserverオプション

開発部

品質管理部

担当営業

eBASEソフトウェアの

インストール不要

ＤＢ

お客様相談室

マーケティング部



eB-foods web で情報公開公 開



eBASE-NeXT社 Hub Station の利用

eBASEjr.でeBASE-NeXT Hub Stationに登録された商品情報を
Webブラウザ経由で商品情報を公開するサービスです。

ＡＳＰサービスを利用したＷｅｂカタログで情報公開

データ配信
サービス

Ｗｅｂ
カタログ
サービス

バイヤー企業

商品情報

サプライヤー企業

公 開

社 内

消費者

月額5,000-月額5,000-

Webブラウザ

自社ホームページからのリンク可能

eBASE-NeXT 
Hub Station
eBASE-NeXT 
Hub Station



簡易データ管理ソフトeB-ROM は、eBASE社から

提供している無償のリードオンリーソフトウェアです。

eBASEserver からのデータ提供方法

自社の製品情報を電子カタログとして作成、配布可能。

自社構築データから公開情報部分を抽出した作成が可能。

電子カタログ「 eB-ROM 」作成機能

e-Mailを利用した情報配信

eBASEserver からの自動データ配信

オプションソフト

公開情報をeB-ROM にダウンロード

eB-ROM を利用した商品情報提供提 供 eBASEserverオプション



②eBASE社運営
ＡＳＰサーバーを
介して
情報を提供

媒体の制作不要
コスト削減！！

eB-mail を利用したデータ提供提 供 eBASEserverオプション

サプライヤー

①データベース
内の提供したい
データを選択

eBASEserver

ＤＢ

A B C

バイヤー

④サーバーから
更新情報を
ダウンロード

e-Mail

③送信メールで
ダウンロード
ＵＲＬを連絡

常に最新の情報を提供することが可能



パフォーマンス

せっかくのデータベースソフトなので

是非この機会に複数の活用方法の

ご参考にしてください。

コストパフォーマンス ＜

皆様のお持ちのeBASEjr.にはすでに自社商品情報が

登録されている状況では無いでしょうか？

そのデータを多くの業務で使われれば
DB構築のメリットが現れるのでは？

＞ コストダウン


